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『カール・バルトの教会論 ―― 旅する神の民』 
                                                          佐 藤 司 郎 
要旨   
 １、カール・バルト（1886 - 1968）は激動の 20 世紀を生き、膨大な著作により、またその
生涯の歩みを通して、今日の世界のキリスト教に多大な影響を与え、いまも与えている、
シュライエルマハー以後もっとも重要なプロテスタント神学者である。本研究（本書）は
カール・バルトの教会理解の全体像を、その内的な発展、およびそれを促した外的状況に
留意しながら、組織的に究明し叙述したものである。 
 ２、バルトの教会理解の発展、深まり、あるいはその転換は、基本的に彼の神学的履歴
と軌を一にしている。本研究でわれわれは、その第一段階を、「自由主義神学」から訣別
し教会の「危急」を鋭く指摘した『ローマ書』（第 1 版 1919、第 2 版 1922）に見る。第二
段階を、1920 年代のいわゆる「弁証法神学」の時代のバルトに見、そして第三段階を 1932
年に第 1 巻が刊行された『教会教義学』（Kirchliche Dogmatik）におけるキリスト論的教会
論に見る。このキリスト論的教会論、ないし私の見方に従えばキリスト論的・聖霊論的教
会論は『教会教義学』の第 4 巻「和解論」において成熟した形で提示された。それゆえこ
の「和解論」三部で展開された教会論を最終的なバルトの教会論として指示することがで
きるであろう。教会は人間・文化・宗教そして世の頂点における人間的企てとして福音の
廃棄でしかなく、教会のそうした「危急」を指摘し批判することから始まったバルトの教
会論（『ローマ書』）は、受肉論の発見と深まりをへて（『教会教義学』の「神の言葉」
の部分）、キリスト論的教会論として豊かに展開されることになる（同「和解論」）。こ
の教会論は、とくに派遣の教会論を語る「世のための教会」論においてこれまでのどの教
会論にも見られない世界への広がりと射程を獲得した。 
 ところでわれわれは本研究で、一般に政治的な仕事と見られがちなドイツ告白教会の信
仰宣言である「バルメン神学宣言」（1934）を、バルトの教会論のテキストでもあると見
て、バルトの教会論の全体像の中に組み入れた。こうした取り扱いは決して特殊なことで
はないが、バルトの著作およびその神学思想との一致においてはじめてその扱いの正当性
は証明されるものであろう。いずれにせよ、「バルメン神学宣言」第三項（および第四項）、
そして第五項、第六項を詳細に検討し、その教会論的輪郭を浮かび上がらせた。とくにバ
ルメン第三項の教会規定、すなわち、キリスト教会は、「イエス･キリストが御言葉とサク
ラメントにおいて、聖霊によって、主として、今日も働きたもう兄弟たちの
ゲマインデ
共同体である」、
約めて「兄弟団的キリスト支配」（エーリク・ヴォルフ）という表現に、われわれはバル
トの教会論の一つの端的な表現を見いだし、バルト教会論の全体理解の一つの手引きとし
た。 
３、本研究は終章をふくめて全部で六章からなる。内容をさらに明らかにするために三つの
「付論」と同じく三つの「補説」を加えた。以下各章の要旨を記す。 
 第一章は『ローマ書』の教会理解。ローマ書 9-11 章のバルトの講解を取り上げ、一方で
近代の文化プロテスタンティズムの教会理解によって「教会の危急」がもたらされている
ことを批判し、他方でその危機の克服を神の「不可能の可能性」に見ようとしていること
を明らかにした。 
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 第二章は 1920 年代から 30 年代初頭にかけての教会理解。1921 年ゲッティンゲン大学に
招聘されたバルトはこの時期『ローマ書』で得た認識を神学的教説として表現しはじめる。
ここでは弁証法神学的教会理解を経てキリスト論的・聖霊論的教会理解へと大きく転換す
る過程を明らかにした。転換を可能にしたのは受肉論の深化であった。同時にこの章では
ヴァイマル後期・末期の政治状況とバルト教会論との関係も解明した。 
 第三章は『バルメン神学宣言』を教会論の視点から読み解ろき、バルト教会論の全体像
に組み入れた。そのさい決定的な文脈としてのドイツ教会闘争と告白教会の動向の記述に
留意した。 
 第四章と、第五章は、バルト教会論の組織神学的解明と論述に当てられる。教会は神の
永遠の選びに基礎をもつ。ここではバルト神学の要諦としての予定論を、教会論の視点か
ら取り上げた。イスラエルと教会の関係解明は戦後神学の一つの焦点をなしているが、『教
会教義学』34 節のバルトのイスラエル神学に対しても多様な解釈が行われている。本研究
ではＢ・クラッパートとＥ・ブッシュの解釈を取り上げて、バルトのイスラエル神学が反
ユダヤ主義を鋭く批判するものであることを明らかにした。 
 第五章は『教会教義学』の第四部、すなわち「和解論」（三部からなる）で展開された
教会論、成熟した形で示されたバルトの教会論を、その構造、その視点・力点など、全体
像において明らかにした。 
 終章では、はじめにバルトの教会論の研究史を明らかにした。次に、バルト教会論の文
脈（コンテキスト）を時代毎に明らかにした。「キリストの主権のもとにある兄弟たちの
共同体」という概念で言い表された教会論は、多元宗教化しつつある、世俗化した（脱コ
ンスタンティヌス体制）今日のヨーロッパにあって、なお有効な教会論であるうるという
のが、本研究の結論である。 
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論  文  名 カール・バルトの教会論――旅する神の民 
 本論文はドイツを代表する神学者カール・バルトの宗教思想について、従来はほとんど注目され
てこなかった教会論に注目しながら初期から後期までの資料を読み解き、その展開と特質を明らか
にしたものである。 
 第一章では初期の代表作である『ローマ書』(初版 1919 年、第二版 1921 年)におけるバルトの教
会理解が示される。この時期のバルトは神と人間との「無限の質的差異」を前提とし、教会を本質
的な「危急」と「罪責」の中にあると批判的に見る一方で、同時にまさにそれ自体が逆説的に「神
の不可能の可能性」として教会の希望にもつながると論じている。続く第二章では 1920 年代から
30 年代、ヴァイマル期のドイツにあってキリスト教界が大きく動揺する中でのバルトの思想的模索
が跡付けられる。バルトは当時隆盛を誇った「国民教会」などの自然神学的教会理解を退けて教会
への否定的まなざしを維持しつつ、イエス・キリストの受肉の問題への注目を通して、次第にキリ
スト論的・聖霊論的教会論を展開していくことになる。 
 以上の議論をふまえ、第三章では 1934年の「バルメン神学宣言」が分析の対象とされる。まずは
宣言の成立過程についての綿密な分析を通し、同宣言へのバルトの影響の範囲と限界を明確化する。
その後、特にその三項を中心に考察を進め、国家と峻別されつつもそれに「政治的共同責任」を負
うという教会観が明らかにされる。この「政治的共同責任」論は、バルメン神学宣言後のバルトの
著作において深化させられ、『義認と法』(1938 年)『キリスト教者共同体と市民共同体』(1946 年)
において教会が義認の説教を通して国家の務めを支え、国家が宣教の自由を教会に対して確保する
という相互関係にあるものとされていく。 
 第四章及び第五章ではバルトの教会論の到達点とも言える『教会教義学』の「和解論」(1953〜59
年)を対象とし、教会の意義に関する神学的位置付けを検討する。バルトによれば教会はイエス到来
から終末までに与えられた神の忍耐と和解の時間、「中間時」における人類の「応答」として捉えら
れねばならないという。最終章ではこれまでの議論を振り返ったのち、バルトの最終的到達点とし
て来らんとする神の国を全人類に向け宣べ伝える「伝道の教会」たることをその本質的使命とする
という教会理解が明らかにされる。 
 以上のように、本論文はカール・バルトの宗教思想の展開と特質を描き出すのみならず、「教会」
を切り口とすることによって、バルトが当時の世相や社会情勢とどのように対峙し自らの宗教思想
を形成していったかを克明に記述することに成功しており、本論文がドイツ宗教思想の研究に一石
を投じ、斯学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文
の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
